


昨年度までの取組

総合的な学習の時間
（ ３ ～ ９ 年 生 ） の
カ リ キ ュ ラ ム 作 成

発達の段階に応じた
資 質 ・ 能 力 の 設 定
（育てたい12の力）



発達の段階に応じた資質・能力（12の力）の設定



ア 知識

(1)知識及び技能

イ 技能（プレゼンテーション・文書作成・動画制作）

(2)思考力・判断力・表現力等

ウ 課題を発見する力・企画する力

エ 活動を計画・推進する力 オ 情報を収集する力

カ 整理・分析する力

キ 表現する力（プレゼンテーション・文書作成・動画制作）

ク 発想する力・工夫する力

ケ 評価する力

コ 挑戦する力・改善する力・やり遂げる力

(3)学びに向かう力・人間性等

サ 協働する力 シ 将来を設計する力



発達の段階に応じた資質・能力（12の力）の設定



キ 表現する力（プレゼンテーション・文書作成・動画制作）

第Ⅰ期（１・２年生）
自分の伝えたい内容について，教師の示したフォーマットを参考に，実物
や写真を見せながら３文～５文程度の文章を覚え，話すことができる。

第Ⅱ期（３・４年生）
教師の示したフォーマットや助言を基に作成した原稿用紙１枚程度のス
ピーチ原稿（手書き）を覚え，抑揚をつけながら，つまらずに話すことが
できる。

第Ⅲ期（５・６・７年生）
自分の調査したことや考えたこと（主張）などを，その場で言葉を考えな
がら伝えることができる。また，必要に応じて，スライドを指し示したり，
相手の反応に合わせたりしながら話すことができる。

第Ⅳ期（８・９年生）
原稿なしで，その場で言葉を生み出しながらプレゼンテーションを行うこ
とができる。またプレゼンテーション，文章，動画など，課題解決に向け
て最も適切とされる表現方法を選択し，必要に応じてそれらを組み合わせ
ながら，他者の共感を得たり他者を説得したりすることができる。



キ 表現する力（プレゼンテーション・文書作成・動画制作）

第Ⅰ期（１・２年生）
自分の伝えたい内容について，教師の示したフォーマットを参考に，実物
や写真を見せながら３文～５文程度の文章を覚え，話すことができる。

第Ⅱ期（３・４年生）
教師の示したフォーマットや助言を基に作成した原稿用紙１枚程度のス
ピーチ原稿（手書き）を覚え，抑揚をつけながら，つまらずに話すことが
できる。

第Ⅲ期（５・６・７年生）
自分の調査したことや考えたこと（主張）などを，その場で言葉を考えな
がら伝えることができる。また，必要に応じて，スライドを指し示したり，
相手の反応に合わせたりしながら話すことができる。

第Ⅳ期（８・９年生）
原稿なしで，その場で言葉を生み出しながらプレゼンテーションを行うこ
とができる。またプレゼンテーション，文章，動画など，課題解決に向け
て最も適切とされる表現方法を選択し，必要に応じてそれらを組み合わせ
ながら，他者の共感を得たり他者を説得したりすることができる。



総合的な学習の時間（３～９年）のカリキュラム作成

各学年２単元



今年度の主な取組

①理論研修の実施

②授業研究の実施（３回）

④総合的な学習の時間
→単元計画に基づく実践及び改善

⑤ルーブリックの作成

③生活科
→単元開発，単元計画の作成及び実践



課題設定・
挑戦

失敗・改善

再挑戦

ポイント① 本気になる課題設定
自分・学校全体・地域社会にとって
重要な課題と出合わせる。→貢献
型・提言型・夢実現型プロジェクト
（地域の食材を生かしたオリジナル
商品の開発，地域の人口増加など）

ポイント② 行動指針に基づく挑戦
自分達の立てた計画及び行動指針に
沿って，活動を実行させる。教師の
支援は必要最低限とし，児童生徒自
身に原点に立ち返らせながら，思い
切った活動を進めさせる。

ポイント③ 失敗・困難との出合い
失敗・困難な場面に意図的に出合わ
せる。（思ったより売れない，予算
が足りない，高評価を得られないな
ど）その際，ＩＣＴ（写真・映像）
を活用して問題に直面させる。

ポイント④ コミュニティスクール制度の活用
学校運営協議会の承認を得られれば，
必要な経費を得られる予算インセン
ティブ等の外部評価を導入する。相
手の心を動かすプレゼンテーション
が求められる。
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ポイント⑤ 再挑戦の場の設定
失敗を失敗のままで終わらせるのではなく，
再挑戦の場を与えることで，困難や苦労を乗
り越えた先に得られる達成感・満足感を味わ
わせ，自信をもたせる。

追加・修正
・改善



実践事例

２年生 生活
「大きくそだて わたしの野さい」



①野菜を育てる計画を立てる。

一人一種類育てたい
野菜を選択する。

野菜を育てるために，何を
しなければならないか考え，
活動計画を立てる。
（イメージマップの活用）



②計画に沿って，自分たちで活動を進める。

どこで野菜を育てよ
うかな･･･。まずは
使えそうな畑を探し
てみよう！

教頭先生，お願いで
す。畑を使わせてく
ださい！



②計画に沿って，自分たちで活動を進める。

本で調べよう！

畑を作ろう！苗を植えよう！

看板を作ろう！



②計画に沿って，自分たちで活動を進める。





カメラがとらえた！



③カラスをどうするか話し合う。

Ａ カラスをやっつける？
Ｂ カラスを傷つけずに野菜

を守る？
Ｃ あきらめてカラスに全部

食べてもらう？

カラスから野菜を
守る方法について
アイデアを出し合
う。



ところで…
お金どうするの？





④カラス対策の経費を得るために，学校運営協議会で
プレゼンテーションする。

カラスから野菜を守るために
お金を使わせてください！

許可します！がんばって野菜
を守ってください！



⑤カラス対策を実行する。



⑥収穫した野菜をどうするか話し合う。

野菜と一緒に，
お礼のお手紙
を渡そう！八百屋さんに

して，レシー
トを渡そう！



⑦八百屋さんを開いて，感謝の気持ちを伝える。



課題設定・
挑戦

失敗・改善

再挑戦

ポイント① 本気になる課題設定
自分・学校全体・地域社会にとって
重要な課題と出合わせる。→貢献
型・提言型・夢実現型プロジェクト
（地域の食材を生かしたオリジナル
商品の開発，地域の人口増加など）

ポイント② 行動指針に基づく挑戦
自分達の立てた計画及び行動指針に
沿って，活動を実行させる。教師の
支援は必要最低限とし，児童生徒自
身に原点に立ち返らせながら，思い
切った活動を進めさせる。

ポイント③ 失敗・困難との出合い
失敗・困難な場面に意図的に出合わ
せる。（思ったより売れない，予算
が足りない，高評価を得られないな
ど）その際，ＩＣＴ（写真・映像）
を活用して問題に直面させる。

ポイント④ コミュニティスクール制度の活用
学校運営協議会の承認を得られれば，
必要な経費を得られる予算インセン
ティブ等の外部評価を導入する。相
手の心を動かすプレゼンテーション
が求められる。
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３年生「吉名ミュージアム創立プロジェクト」

ミュージアムを作ろう！
やった！完成！

よりよいミュージアムに
改善しよう！



９年生「吉名未来プロジェクト」

学校運営協議会プレゼン 商品化決定！



生活科の単元計画＆ルーブリックの作成

各学年２単元



全学年の単元計画＆ルーブリックの作成

１年生
「いくぞ！がっこうたんけんたい」

「ひろがれ えがお」

２年生
「大きくそだて わたしの野さい」
「とび出せ！町のたんけんたい」

３年生
「吉名ミュージアム創立プロジェクト」
「人物大辞典制作プロジェクト」

４年生
「吉名食材ＰＲプロジェクト」

「２分の１成人式企画実行プロジェクト」

５年生
「自然体験企画実行プロジェクト」
「ニュース番組制作プロジェクト」

６年生
「歴史秘話探索プロジェクト」

「ドキュメンタリー制作プロジェクト」

７年生
「じゃがいも生産販売プロジェクト」
「修学旅行企画実行プロジェクト①」

８年生
「職業体験プロジェクト」

「修学旅行企画実行プロジェクト②」

９年生
「吉名未来創造プロジェクト」
「自己実現プロジェクト」



全学年の単元計画＆ルーブリックの作成



発達の段階に応じた資質・能力（12の力）の設定

Ｂ基準



生活科の単元計画＆ルーブリックの作成

Ａ基準 → 授業時間内で「十分満足できる」と
判断される児童生徒

Ｓ基準 → 授業時間外・学校外で「期待以上」の
成果を上げている児童生徒



【児童生徒アンケート】

①クロームブックを使って文書作成ができる。

肯定的評価が，68%から73%に増加。各学年でクロームブッ
クを使った文書作成（ポスター・広告など）を積極的に行っ
たことが要因といえる。



【児童生徒アンケート】

②クロームブックを使ってプレゼン資料が作成できる。

肯定的評価が，84%から95%に増加。各学年でクロームブッ
クを使ったプレゼンテーション資料の作成を，積極的に行っ
たことが要因といえる。



【児童生徒アンケート】

③資料の見せ方や話し方を工夫して，プレゼンテー
ションできる。

肯定的評価が，68%から82%に増加。自分たちの目的達成の
ために，学校運営協議会の場などでプレゼンテーションを行
わせたことが要因といえる。



【児童生徒アンケート】

④失敗を恐れずに，いろいろなことに進んで挑戦できる。

肯定的評価が，73%から83%に増加。商品販売や学園ＰＲ動
画の作成など，実社会の場で活動することに積極的に挑戦さ
せたことが要因といえる。



【成果】

○上半期と下半期の児童生徒アンケート結果から，
知識及び技能（主としてＩＣＴ活用力），思考力・
判断力・表現力等（主としてプレゼンテーション力），
学びに向かう力・人間性（主として主体性）のそれ
ぞれにおいて，資質・能力の向上が見られた。

○授業研究や日々の実践を踏まえつつ，各学年の単元
計画をより探究的な学習が進むように修正すること
ができた。

○理論研修を踏まえて，それぞれの単元計画における
ルーブリックを作成することができた。



【課題】

○児童生徒アンケートでは肯定的評価が増えた項目で
も，教師の見取りによればそれほど数値が変容して
いないものある。（「相手の反応を見ながら分かり
やすく説明する」等）児童生徒のとらえと教師の見
取りとの間に差が生じている。

○与えられた課題を無難にこなすだけの学習活動が見
られるなど，児童生徒が失敗したり再挑戦したりす
るような展開になっていない学年がある。

○ルーブリックを作成したものの，そのルーブリック
が妥当なのか，本校の児童生徒にとって有効かどう
か，未知数である。作成したルーブリックを
基に，実際に評価を行う中で，その有用性を
高めていく必要がある。



【来年度に向けて】

○各学年の単元計画を再度見直し，与えられたレール
の上を児童生徒が進むだけの活動になっていないか
を再度検討する。

○来年度以降，作成したルーブリックを基に，実際に
児童生徒の評価を行う。その際，児童生徒自身の評
価と教師の評価との間に差が生まれているという実
態を考慮し，教師―児童生徒間でルーブリックを共
有するということも考えられる。

○今年度は３つの学年のみの授業研究であったが，来
年度は全学年で実施する方向で計画する。

（ただしすべてを全体研修にするのではなく，
グループ別研修を取り入れる）




